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10
月
29
日
・
30
日
の
2
日
間
に
わ

た
っ
て
高
野
山
へ
お
参
り
し
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
の
満
願
を
果
た

し
ま
し
た
。
総
員
12
名
参
加
。

　

29
日
（
月
）
午
前
5
時
、
楊
岐
院
様

（
豊
岡
市
日
撫
）
を
出
発
。
午
前
6
時

前
に
は
当
山
駐
車
場
を
経
て
、
午
前
10

時
44
分
に
高
野
山
へ
到
着
し
ま
し
た
。

海
抜
９
百
メ
ー
ト
ル
の
高
峰
に
あ
る

33
万
坪
の
盆
地
に
あ
る
と
い
い
ま
す
か

ら
、
そ
の
規
模
に

は
驚
く
ば
か
り
で

す
。
さ
す
が
に
少

し
寒
く
感
じ
ま
し

た
が
、
紅
葉
も
美

し
く
、
歴
史
の
深

さ
と
重
み
を
感
じ

な
が
ら
お
参
り
し

ま
し
た
。

　

高
野
山
は
弘
法

大
師（
空
海
上
人
）

が
嵯
峨
天
皇
の
弘

仁
7
年（
八
一
六
）

真
言
密
教
の
根
本

道
場
と
し
て
定
め
、
ま
た
、
自
ら
の
入

定
の
地
と
し
て
開
創
さ
れ
た
霊
場
で

す
。

　

ま
ず
は
、
金
剛
峯
寺
を
拝
観
。
高
野

山
真
言
宗
の
総
本
山
と
し
て
、
全
国
及

び
海
外
の
末
寺
４
千
ケ
寺
の
行
政
を
統

括
す
る
中
心
寺
院
で
す
。
大
広
間
や
書

院
、
庭
園
を
拝
観
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
で
奥
の
院
へ
向
か
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
静
か
に
読
経
し
て
、

無
事
満
願
を
迎

え
た
こ
と
を
伝

え
、
拜
塔
い
た

し
ま
し
た
。

　

午
後
2
時

半
、
高
野
山
で

の
満
願
お
礼
参

り
を
済
ま
せ
て

バ
ス
は
出
発
。

龍
神
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
を
経
て
宿

泊
地
で
あ
る
白

浜
温
泉
へ
。
今

宵
の
宿
は
、
白

良
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。
き
れ
い
な
白

良
浜
が
一
望
で
き
る
絶
景
の
宿
で
し

た
。

　

翌
日
は
午
前
8
時
半
、
ホ
テ
ル
を
出

発
。
千
畳
敷
や
三
段
壁
を
観
光
、
白
浜

と
れ
と
れ
市
場
で
し
っ
か
り
買
い
物
、

さ
ら
に
、
備
長
炭
備
長
館
で
備
長
炭
の

で
き
る
ま
で
を
見

学
、
梅
干
館
ウ
メ
タ

を
見
学
し
て
買
い
物

も
し
ま
し
た
。

　

お
昼
は
御
坊
市
へ

移
動
し
て
、
お
食
事

処
「
日
高
川
」
へ
。

価
格
お
手
頃
な
る
も

豪
華
な
食
事
で
、
皆

さ
ん
満
足
で
し
た
。

　

午
後
は
、
安
珍
と
清
姫
の
物
語
で
有

名
な
道
成
寺
を
拝
観
し
ま
し
た
。
大
宝

元
年
（
七
〇
一
）
の
創
建
と
い
う
こ
と

で
、
和
歌
山
で
最
古
の
お
寺
だ
そ
う
で

す
。
こ
こ
で
は
、
安
珍
と
清
姫
の
「
絵

と
き
説
法
」（
約
40
分
）
を
拝
聴
し
、

さ
ら
に
歴
史
の
深
さ
を
象
徴
す
る
仏
像

の
数
々
を
拝
観
し
ま
し
た
。
絵
と
き
説

法
で
い
わ
れ
た
「
親
に
孝
行　

子
に
慈

愛　

妻
宝
極
楽　

一
家
繁
栄
」
を
心
に

と
ど
め
下
山
。

　

午
後
2
時
半
過
ぎ
、
道
成
寺
を
出
発

し
て
一
路
但
馬
へ
。
午
後
7
時
前
に
は

但
東
町
へ
無
事
帰
り
着
き
ま
し
た
。
無

事
円
満
に
仏
の
心
を
成
就
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
万
歳
。

　

発
願
・
平
成
22
年
4
月
26
日

　

結
願
・
平
成
24
年
4
月
25
日

　

満
願
・
平
成
24
年
10
月
29
日

※
平
成
25
年
4
月
23
日

〜
25
日
に
、
四
国
別
格

二
十
霊
場
巡
拝
を
行
い

ま
す
。
和
尚
と
お
参
り

す
る
霊
場
巡
拝
は
、
親

睦
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

世
界
遺
産 

高
野
山 

満
願
お
礼
参
り

高
野
山
へ
な
ご
や
か
に
参
拝
、
白
浜
観
光
も
満
喫

▲高野山奥の院の参拝を終えて安堵の記念写真

▲紅葉も美しい高野山

▲白浜観光も楽しみました。
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禅
宗
（
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
・
黄
檗
宗
）

の
開
祖
達
磨
大
師
の
忌
日
は
、
10
月
5

日
と
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
初
祖
忌
や
鼻

祖
忌
な
ど
と
も
い
い
、
各
寺
院
で
開
催

日
は
そ
れ
ぞ
れ
な
が
ら
も
必
ず
営
む
法

要
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

菩
提
達
磨
大
師
と
称
さ
れ
る
大
師

は
、
南
イ
ン
ド
の
小
国
の
王
子
で
あ
っ

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
禅
を
伝
え
る

た
め
に
は
る
ば
る
海
路
で
中
国
の
広
州

に
た
ど
り
着
き
、
梁
の
国
王
・
武
帝
に

接
見
、
そ
の
後
、
洛
陽
（
中
国
河
南
省
）

の
少
林
寺
に
入
り
、
面
壁
し
て
坐
禅
す

る
こ
と
9
年
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
国
の
禅
宗
は
、
こ
の
達
磨
大

師
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
、
11
月
3
日
に
達
磨
忌

　

平
成
24
年
度
の
山
陰
東
教
区
特
別
布

教
を
、
11
月
7
日
（
水
）
午
後
1
時

半
か
ら
観
音
寺
様
（
朝
来
市
和
田
山

町
）
で
開
教
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
部

内
の
花
園
会
役
員
さ
ん
を
は

じ
め
、
檀
信
徒
、
各
寺
院
の

正
副
住
職
ら
約
一
百
人
が
出

席
、
広
い
本
堂
も
満
席
と
な

り
ま
し
た
。
当
山
は
じ
め
兼

務
寺
院
の
総
代
も
4
人
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
を
、
教
区
二

部
花
園
会
の
会
長
で
あ
り
観

音
寺
総
代
で
も
あ
る
福
井
惟

士
さ
ん
に
述
べ
て
い
た
だ

き
、
続
い
て
教
区
花
園
会
女
性
部
会
長

の
藤
井
茂
登
子
さ
ん
に
「
生
活
信
条
」

の
斉
唱
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
布
教
師
さ
ん
は
、
大
分
県

大
分
市
か
ら

お
越
し
い
た

だ
い
た
入
不

二
香
道
師
で

す
。
テ
ー
マ

は「
行
ず
る
」

〜
生
か
さ
れ

て
い
る
自
分

を
感
謝
し
、

報
恩
の
行
を

積
み
ま
し
ょ

檀
家
皆
さ
ん
の
お
参
り
で

　
　
　
　
　
達
磨
忌
と
開
山
忌
を
執
行

を
、
併
せ
て
当
山
の
開
基
・
開
山
忌
を

営
み
ま
し
た
。
本
堂
正
面
に
達
磨
大
師

像
を
置
い
て
荘
厳
、
掛
け
軸
も
掲
げ
て

お
参
り
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
昼
に
は
、
当
番
さ
ん
手
作
り

の
け
ん
ち
ん
汁
や
白
和
え
な
ど
の
ご
馳

走
を
皆
さ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
兼
務
先
の
桂
昌
寺
で
も
同

様
に
達
磨
忌
を
営
み
ま
し
た
。

▲参拝者皆さんと読経、達磨大師の遺徳を偲びました

山
陰
東
教
区
第
二
部
の
特
別
布
教
開
催

花
園
会
員
な
ど
約
百
名
が
法
話
「
行
ず
る
」
を
拝
聴

う
〜
で
、
約
1
時
間
半
に
わ
た
り
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。法
話
の
な
か
で
、

「
自
分
の
心
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
自

分
の
心
で
し
か
解
決
で
き
な
い
」と
し
、

呼
吸
を
調
え
、
自
分
を
省
み
る
、
等
身

大
の
自
分
を
知
る
事
の
大
切
さ
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
恩
送
り
」
の

話
し
を
紹
介
さ
れ
、
自
分
が
受
け
た
恩

を
、
さ
ら
に
自
分
の
周
り
の
人
々
へ
施

す
実
践
こ
そ
が
「
行
ず
る
」
の
基
本
で

あ
る
こ
と
も
説
か
れ
ま
し
た
。

　

法
話
を
終
え
て
、
布
教
師
さ
ん
も
交

え
て
全
員
で
茶
礼
を
行
い
、
最
後
に
会

所
寺
院
で
あ
る
観
音
寺
御
住
職
に
閉
会

の
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
、
午
後
３
時
半

過
ぎ
に
無
事
今
年
の
特
別
布
教
が
終
わ

り
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲法話を拝聴する皆さん＝観音寺（和田山町）

▲「行ずる」を演題に法話される布教師・入
不二香道師（大分市）
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行
く
年
来
る
年
、
大
晦
日

は
除
夜
の
鐘
を
撞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
今
年
も
大
晦
日
に

は
、
お
参
り
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
除
夜
の
鐘
を
撞
き
ま

す
。

　

除
夜
と
は
、
除じ
ょ
じ
つ日
の
夜
と
い
い
、
旧

年
を
除
く
日
と
辞
書
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
夜
に
鳴
ら
す
「
除
夜
の
鐘
」
は
、

年
を
越
す
に
あ
た
り
人
の
心
に
あ
る

百
八
つ
の
煩
悩
を
清
ら
か
な
鐘
の
響
き

で
鎮
め
、
新
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎

え
よ
う
と
す
る
仏
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

12
月
31
日
（
月
）
の
午
後
11
時
45
分

頃
か
ら
撞
き
始
め
る
予
定
で
す
。本
堂
、

薬
師
堂
へ
の
お
参
り
も
で
き
ま
す
。
温

か
い
飲
み
物
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

除夜の鐘を撞きましょう
除
夜
の
鐘
心
新
た
に

良
き
新
年
を

お
願
い
と
お
知
ら
せ

 

平
成
二
十
五
年

年

忌

法

要

◇
新
年
度
の
評
議
員

　
に
つ
い
て

　

評
議
員
（
14
名
）
に
つ
い
て
は
一
年

で
交
代
さ
れ
る
地
区
が
多
い
の
で
す

が
、
新
た
に
評
議
員
と
な
ら
れ
た
方
の

お
名
前
の
報
告
を
速
や
か
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
評
議
員
総
会
は
、
明
年
２

月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
年
頭
に
つ
い
て

　

正
月
2
日
（
水
）
よ
り
年
頭
に
各
檀

家
さ
ん
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
日
は
但
東
町
内
を
回
り
、
そ
れ
以
外

は
3
日
（
木
）
に
回
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
（
二
〇
一
三
年
）
に
年
忌

法
要
を
迎
え
る
故
人
の
歿
年
度
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
法
要
の
実
施
日
に
つ

い
て
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
年
忌
正
当
年
に
あ
た
ら
れ
る

ご
先
祖
様
が
お
ら
れ
る
か
の
確
認
は
、

寺
へ
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
る
か
、
年

忌
操
出
を
本
堂
に
張
り
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
寺
に
お
越
し
の
際
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
年
明
け
に
は
個
別
に
通

知
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
平
成
25
年
度
年
回
表
】

●
一
周
忌　
　
　

平
成
24
年
沒

●
三
回
忌　
　
　

平
成
23
年
沒

●
七
回
忌　
　
　

平
成
19
年
沒

●
十
三
回
忌　
　

平
成
13
年
沒

●
十
七
回
忌　
　

平
成
９
年
沒

●
二
十
五
回
忌　

平
成
元
年
沒

●
三
十
三
回
忌　

昭
和
56
年
沒

●
五
十
回
忌　
　

昭
和
39
年
沒

●
百
回
忌　
　
　

大
正
３
年
沒

　

平
成
25
年
は
春
と
秋
の
年
2
回
、
四

国
別
格
二
十
霊
場
巡
拝
の
旅
を
実
施
し

ま
す
。
そ
の
第
1
回
「
百
八
煩
悩
生
滅

の
旅
」（
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
）

を
先
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
過
去
に

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
を
巡
拝
さ
れ
た

方
々
、
八
十
八
ヶ
所
も
巡
拝
し
た
こ
と

が
無
い
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

期
日
…
4
月
23
日
（
火
）
〜
25
日
（
木
）

旅
費
…
一
人
５
万
５
千
円
（
納
経
物
、

納
経
料
別
）。
申
込
は
、
２
月
28
日
ま

で
に
旅
費
を
添
え
て
松
禪
寺
ま
で
。

※
日
程
等
詳
細
は
、
松
禪
寺
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

山
陰
東
教
区
花
園
会
女
性
部
で
は
、

大
本
山
妙
心
寺
で
奉
仕
作
業
を
行
う

「
お
か
げ
さ
ま
奉
仕
団
」
を
実
施
し
ま

す
。
日
頃
の
ご
先
祖
様
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
、
本
山
で
の
奉
仕
作
業
と
い
う

形
に
表
し
、
ご
先
祖
へ
の
恩
返
し
を
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
通

常
の
団
参
と
同
様
に
、
法
話
や
法
要
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
…
３
月
30
日
（
土
）
〜
31
日
（
日
）

旅
費
…
お
一
人
様
２
万
円
／
宿
泊
先
…

花
園
会
館
／
申
込
み
…
平
成
25
年
１
月

末
日
ま
で
に
旅
費
を
添
え
て
松
禪
寺
ま

で
。
※
詳
細
日
程
は
、
松
禪
寺
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
主
催
〉
山
陰
東
教
区
花
園
会
女
性
部

〈
後
援
〉
山
陰
東
教
区
宗
務
所

四
国
別
格
二
十
霊
場

巡
拝
の
ご
案
内

大
本
山
妙
心
寺
で
の

奉
仕
作
業
の
ご
案
内


